
増毛町「ゼロカーボンシティ」宣言 
 
近年、地球温暖化が要因とみられる気候変動の影響により、世界各地で猛暑

や大雨、干ばつなどの異常気象が多発し、我が国においても各地で集中豪雨や

台風の巨大化等による自然災害が頻発化・激甚化しています。今後、地球温暖

化の進行に伴い、気候変動のリスクは更に高まることが予想され、その対策は

喫緊の課題となっています。 
 
２０１５年に採択されたパリ協定では、「産業革命からの平均気温上昇を２℃

未満とし、１．５℃に抑える努力をする」ことが世界全体の長期目標とされて

います。 
 
日本においては、２０２０年１０月の首相所信表明演説において、「２０５０

年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す」ことが宣言されました。 
加えて、２０２１年１０月には、地球温暖化対策計画の改訂が閣議決定され、

我が国の中期目標として、２０３０年度において、温室効果ガスを２０１３年

度から４６％削減することを目指し、さらに５０％の高みに向けて挑戦を続け

ていくこととされました。 
 
 北海道においても国の方針と同様、２０５０年までの「ゼロカーボン北海道」

の実現を掲げています。 
 
 増毛町においても、藻場再生事業により産業の発展と脱炭素の推進を両立さ

せる取り組みを行っており、令和５年５月には「増毛町地球温暖化対策実行計

画」を策定し、地域の皆様と一層の連携を図りながら、国や北海道の目標達成

の一助となるべく、また、国際社会の一員として、自然エネルギーの活用や省

エネルギーの対策など、環境に配慮した取り組みをこれまで以上に進め、持続

可能なまちづくりを実現していく必要があります。 
 
 増毛町は、２０５０年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロにする「ゼロカー

ボンシティ」の実現を目指すことをここに宣言します。 
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